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学校番号４１                             令和８年８月策定  

 

秋田県立湯沢高等学校 中期ビジョン（５か年計画） 

【令和８年度～令和１２年度】 

 

 

Ⅰ 本校が目指す姿 

① スクール・ミッション 

自己と他者を尊重し、よりよい未来を創るため、生涯にわたって主体的に学び続ける素地を

育成する学校 

 

② スクール・ポリシー 

（ⅰ）グラデュエーション・ポリシー（目指す生徒像） 

・身近な事象や違和感から「問い」を見つけ、論理的に課題の本質を見いだそうとする生徒 

・他者の「問い」を受容し、対話を通じて互いの考えを広げたり、深めたりしようとする生徒 

・自分や他者の「問い」を起点に、主体的・協働的に検証し、解決方法等を提案できる生徒 

 

（ⅱ）カリキュラム・ポリシー（本校の学び） 

グラデュエーション・ポリシーに掲げた資質・能力を育成するため、以下のような方針で全教育活

動を展開します。 

・「問い」を引き出す授業改善の推進 

各教科・科目において、単なる知識の習得に留まらず、生徒の知的好奇心や違和感を刺激し、生

徒自ら「問い」を立てる授業等を追求し、教科・科目を越えた情報共有をします。 

・全教育活動におけるリフレクション（振り返り）の実施 

教科の授業や総合的な探究の時間のみならず、学校行事、部活動等においても、適宜、自身の気

付きや発見、学び等を言語化し、「問い」へ繋げるリフレクションを実施します。 

・自己肯定感を育む安心安全な対話環境の構築 

生徒一人一人の小さな気付きや問いが尊重される学級・学校文化を醸成し、互いに意見を言い

合い、高め合える協働的な学習空間を目指します。 

 

（ⅲ）アドミッション・ポリシー（求める生徒像） 

本校の教育目標やスクール・ミッションを理解し、意欲や適性をもった生徒を求めます。 

・多くの知識を身に付け、様々な事象に対する疑問や課題意識をもち、分析・判断しながら解決策を

見いだそうとする生徒 

・相手の立場を尊重し、集団の中で他者との相互理解を深め合いながら行動することができる生徒 

・世の中との関わりを大切にし、社会の課題を自らのものとして多角的に捉えることができる生徒 

・社会の一員としての自覚と、高い規範意識をもつ生徒 
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Ⅱ スクール・ポリシーを踏まえた５年間の取組 

①  現状と課題 

令和５年に創立 80 周年を迎えた湯沢雄勝地区の伝統校である。当地区の進学の中心校であるが、

地域の少子化が急速に進むとともに、中学生の進学先が広域化しており、ここ十数年、定員が充足さ

れない状況が続いている。入学してくる生徒の多くは真面目で素直だが、やや自己肯定感が低く、主

体性を発揮できていない場面が散見される。一方で、長年積み上げてきた理数科の理数探究や、普通

科の「デジタル情報」におけるデータサイエンスの初歩的な学びなど、独自の強力な教育資源を有し

ている。生徒一人一人に内在する能力に生徒自身が気付き、自ら貪欲に学びを進め、明日の自分や地

域・日本の未来を創っていく人材になるよう、高校時代にその「種」を植える教育活動を継続してい

きたい。また、本校の取組を生徒・職員、保護者のみならず、地域と共有できるよう努めていきたい。 

 

② 具体的な取組 

「問いを重ねて未来を創る」を掲げ、今後５年間で以下の具体的な取組を重点的に推進します。 

 

a．「問い」を起点とする授業改善と自走する生徒の育成 

・教員が一方的に知識を伝達する授業からの脱却を図り、生徒が「問い」を意識し、対話等を通じて

互いの考えを深め合いながら、まとめの段階で「本時の問いや発見」を表現する授業スタイル等の

改善を全教科で進めます。 

・授業内にペアワークやグループワークを意図的に配置し、自分の疑問を言葉にし、他者の意見を

聴く「安心安全な対話の場」を提供します。 

・課題や補習等を精選し、余白時間を意図的に生み出した上で、自己の「問い」を原動力として主体

的に学んでいこうとする態度を育成します。 

・指導力向上のため、コーチングやファシリテーションに関する資料共有や研修を全職員で進めま

す。 

 

ｂ．理数科「理数探究」と普通科「探究・デジタル探究」の進化 

・長年積み上げてきた理数科の伝統的な理数探究を継続・発展させ、データや客観的エビデンスに

基づいて問いを検証する論理的思考力を高めます。 

・普通科の総合的な探究の時間（デジタル探究を含む）を軸に、身近な題材や地域課題をデータサイ

エンスの初歩的な手法を用いて分析し、解決策を提案する実践的な力を養います。 

・校内外での発表会等への参加を促し、他者の発表を見聞きしたり、発表したりする経験を積むこ

とを含めて、「伝わる表現」について考え、互いに評価し合うこと等を通じて、表現力を高めます。 

 

ｃ．全教育活動におけるリフレクションの日常化と自己肯定感の育成 

・授業や探究活動において端末等にリフレクションを記録し、学びや気付き、思考の変遷を蓄積・可

視化することで、生徒の自己肯定感を育みます。 

・学校行事や部活動においても、単なる前年踏襲や指示に従うだけでなく、「今の課題（問い）は何

か」「次はどうするか」を生徒同士で主体的に話し合い、言語化する時間を設けます。 

 

ｄ．本校の魅力発信と地域・中学校との連携 

・「問いを重ねて未来を創る」教育活動や、理数探究・探究活動の成果等を、ＨＰや学校説明会等を

通じて地域全体へ戦略的に発信し、他校との差異の明確化を図ります。 


